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今年は、油谷の文化を高める会所属の団体及び油谷・日置地区の公民館で活動されている文化団体・

生涯学習グループから１８組が参加され、日ごろの活動の成果を発表しました。

２月２５日（日）ゆや文化祭・日置生涯学習のつどい

芸能文化発表会



人
丸
学
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・
伊
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齢
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二
月
二
十
一
日

（水
）
油
谷
小
地

域
交
流
室
で
、
高
齢
者
学
級
合
同
講

演
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
長
門
市
役
所
保
険
課
末

廣
補
佐
に

「
健
康
と
医
療
に
つ
い

て
」
お
話
し
い
た
だ
き
、
講
話
終
了

後
に
は
、
伊
上
浦
の
小
林
孝
子
さ
ん

と
、
川
尻
西
の
藤
本
初
江
さ
ん
を
講

師
に
、
ち
ぎ
り
絵
講
座
を
行
い
ま
し

た
。

三
月
十
日

（土
）
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

で
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。
長
門
市
東
深
川
の
福
本
香
織

先
生
と
、
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

リ
フ
ォ
ー
ム
の
舩
木
和
枝
先
生
を
講

師
に
お
招
き
し

「
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
マ

ス
コ
ッ
ト
」
や

「
手
さ
げ
バ
ッ
ク
」

作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
油

谷
地
区
の
親
子
三
十
名
が
た
の
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

油油油油
谷谷谷谷
郷郷郷郷
土土土土
文文文文
化化化化
会会会会
よよよよ
りりりり

【
日
時
】

平
成
三
十
年
四
月
二
十
三
日(

月)

十
三
時
半
～
十
五
時
半

【
場
所
】
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
視
聴
覚
室

【
入
場
料
】
無
料

【
議
題
】

一
、
生
活
と
水
シ
リ
ー
ズ

（飲
み
や
す
い
水
と

竹
炭
の
関
わ
り
）

講
師

西
川

豊

氏

（掛
渕

二
、
日
本
開
国
一
六
五
年
の
光
と
影

（そ
の
一

老
中

阿
部
正
弘
か
ら
岩
倉
具
視

大
久
保
利
通
か
ら
伊
藤
博
文

講
師

高
林

正
義

氏

（人

入
場
無
料
で
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

研研研研
修修修修
会会会会
をををを
開開開開
催催催催
しししし
まままま
すすすす

ま織ン講マ油い

音音音音
楽楽楽楽
教教教教
室室室室

公公公公
民民民民
館館館館
だだだだ
よよよよ
りりりり記記記記

事事事事
募募募募
集集集集

皆
さ
ん
が
よ
り
親
し
み
や
す
い

「
公
民
館
だ
よ
り
」
を
作
成
す
る
た

め
、
記
事
や
情
報
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
自
治
会
の
話
題
・
行
事
な

ど
、
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
構
い

ま
せ
ん
。

油
谷
中
央
公
民
館

（℡
三
三
ー
〇

〇
五
一
）
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

承
く
だ
さ
い
。

二
月
九
日

（金
）
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

で
、
小
学
校
児
童
を
対
象
に
音
楽
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

六
年
生
の
児
童
が
ス
テ
ー
ジ
に
上

が
り
、
追
川
礼
章
さ
ん

（東
京
藝
術

大
学
大
学
院
）
の
演
奏
を
間
近
で
見

た
り
、
ピ
ア
ノ
の
中
を
覗
い
た
り
、

下
か
ら
見
た
り
、
普
段
な
か
な
か
見

る
こ
と
の
な
い
場
所
か
ら
熱
心
に
ピ

ア
ノ
を
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

♫
♪

公民館だよりゆや（１）

りりりり半室）
渕
）影一

）

視
人
丸
）

を
すすすすたてない〇くで了
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二二二二
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民民民民
館館館館
ササササ
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クククク
ルルルル
にににに
よよよよ
るるるる
））））

公
民
館
運
営
協
議
会
協
育
ネ
ッ
ト
部
会
が
進
め

る

「
お
し
か
け
ふ
れ
あ
い
塾
」
は
、
昨
年
度
に
続

き
、
た
く
さ
ん
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
油
谷
地
区
で
は
、
地
域
総

が
か
り
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
こ
と
を
合
言
葉

に
活
動
を
始
め
六
年
経
過
し
ま
し
た
。

活
動
サ
ー
ク
ル
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
生
涯
学
習

を
通
じ
た
地
域
貢
献
の
あ
り
方
と
し
て
、
ま
た
、

公
民
館
が
取
り
組
む

「
地
域
づ
く
り
」
の
一
端
と

し
て
も
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

四
月
か
ら
七
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
年
々
、
参

加
サ
ー
ク
ル
ご
と
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
高
ま
り
、
随
所

に
工
夫
の
跡
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

小小小小
物物物物
づづづづ
くくくく
りりりり
補補補補
助助助助
（（（（楽楽楽楽

五
年
生
家
庭
科
授
業
で
の
ひ

懸
命
に
ミ
シ
ン
の
使
い
方
を

心
動
か
さ
れ
ま
す
。
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年年年年
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べべべべ
人人人人
数数数数
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油
谷
地
区
内
小
中
学
校
（向
津
具
小
、
油
谷
小
、
菱

海
中
）
へ
地
域
の
方
は
も
と
よ
り
多
く
の
方
々
が
訪
ね

ら
れ
、
小
中
学
生
と
の
ふ
れ
あ
い
を
は
じ
め
、
授
業
の

補
助
や
学
習
の
支
援
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
、
学
校
か
ら
の
お
願
い
や
公
民
館
か

ら
の
声
か
け
な
ど
で
た
く
さ
ん
の
方
が
学
校
を
訪
ね

ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
お
友
達
や
知
り
合
い

に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き

「
地
域
総
ぐ
る
み
の
子
ど

も
育
て
」
が
よ
り
多
く
の
人
に
広
が
る
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

琴琴琴琴
とととと
尺尺尺尺
八八八八
ミミミミ
ニニニニ
ココココ
ンンンン
ササササ

江
原
歌
苑
先
生
と
そ
の
社

コ
ン
サ
ー
ト
。
終
わ
り
は
子
ど

と
」
で
し
め
く
く
り
ま
し
た
。

出
土
し
た
土

器
や
石
斧
、

矢
じ
り
等

楽楽楽楽
しししし
いいいい
布布布布
遊遊遊遊
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（（（（油油油油
谷谷谷谷
小小小小
））））

ひ
と
こ
ま
。
慣
れ
な
い
手
つ
き
で

を
覚
え
よ
う
と
す
る
真
剣
な
姿
に

かかかか
るるるる
たたたた

交交交交
流流流流
（（（（人人人人
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者者者者
学学学学
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二
月
七
日
、
向
津
具
小
学
校
で
か
る
た
交
流
会
を
行

ま
し
た
。
使
っ
た
の
は
「
油
谷
の
歴
史
か
る
た
」。
手
づ

か
る
た
を
通
し
て
、
油
谷
の
歴
史
を
後
世
に
語
り
継
ぐ

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
の
一
つ

し
て
続
け
て
い
き
ま
す
。

ササササ
ーーーー
トトトト
（（（（向向向向
津津津津
具具具具
小小小小
））））

社
中
、
小
林
範
山
先
生
に
よ
る
ミ
ニ

ど
も
達
と
合
同
の
演
奏
「
ふ
る
さ
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旧
向
津
具
小
校
舎
の
近
く
で
進
め
ら
れ
て
い
る
発

査
で
は
、
二
一
〇
〇
年
～
二
四
〇
〇
年
前
の
貴
重
な
遺

土
器
等
が
数
多
く
出
土
。
向
津
具
小
の
子
ど
も
た
ち
も

の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

行
い

く
り

ぐ
よ

つ
と

発
掘
調

遺
跡
や

も
発
掘



み
ん
な
で
楽
し
く
！
元
気
に
！

活
動
し
ま
せ
ん
か
？

平
成
三
十
年
度

社
会
教
育
関
係
団
体(

公
民
館)

の
紹
介

◆◆◆◆
研研研研
彩彩彩彩
ググググ
ルルルル
ーーーー
ププププ
紫紫紫紫
会会会会

①
染
色
②
な
し
③
月
６
千
円

④
第
一
・
三
月
曜
日
十
三
時
～
十
六
時

◆
油油油油
谷谷谷谷
オオオオ
カカカカ
リリリリ
ナナナナ
のののの
会会会会

①
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
技
術
の
習
得
と
会

員
相
互
の
親
睦
②
な
し
③
月
千
円

④
第
二
月
曜
日
十
三
時
半
～
十
五
時

◆◆◆◆
油油油油
谷谷谷谷
生生生生
花花花花
ググググ
ルルルル
ーーーー
ププププ

①
高
齢
者
の
皆
様
と
共
に
花
を
生
け
て

楽
し
く
過
ご
す
事
②
な
し
③
な
し

④
第
三
月
曜
日
十
三
時
半
～
十
六
時

◆◆◆◆
人人人人
丸丸丸丸
囲囲囲囲
碁碁碁碁
クククク
ララララ
ブブブブ

①
自
由
対
局
・
大
会
②
な
し

③
な
し

（大
会
：
千
円
）

④
毎
週
火
・
金
曜
日
十
三
時
～
十
七
時
、

偶
数
月
第
三
日
曜
日
九
時
～
十
七
時

◆◆◆◆
油油油油
谷谷谷谷
ココココ
ーーーー
ルルルル

①
コ
ー
ラ
ス
練
習
②
な
し
③
月
千
円

④
毎
週
火
曜
日
二
十
時
～
二
十
一
時
半

①
活
動
内
容

②
入
会
金

③
会
費

④
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
利
用
日
時

今
年
も
、
た
く
さ
ん
の
団
体
の
み
な
さ
ん
が
油
谷
中
央
公
民
館

（ラ
ポ
ー
ル

ゆ
や
）
で
活
動
を
さ
れ
ま
す
。
囲
碁
・
将
棋
・
ダ
ン
ス
だ
け
で
な
く
、
様
々

な
文
化
・
運
動
・
学
習
な
ど
を
目
的
と
し
た
団
体
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
に
興
味
の
あ
る
方
・
活
動
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
油
谷
中

央
公
民
館

（℡
三
三
ー
〇
〇
五
一
）
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆◆◆◆
油油油油
谷谷谷谷
珠珠珠珠
算算算算
クククク
ララララ
ブブブブ

①
珠
算
・
暗
算
能
力
の
向
上
を
図
る

②
二
千
円
③
月
四
千
五
百
円

④
毎
週
火
曜
日
十
六
時
～
十
九
時

◆◆◆◆
油油油油
谷谷谷谷
活活活活
きききき
活活活活
きききき運運運運

動動動動
クククク
ララララ
ブブブブ

①
介
護
予
防
運
動
の
実
践
②
な
し

③
月
二
千
円
④
第
一
・
三
火
曜
日
九

時
～
十
時
三
十
分

◆◆◆◆
大大大大
津津津津
朗朗朗朗
吟吟吟吟
会会会会
油油油油
谷谷谷谷
支支支支
部部部部

①
詩
吟
に
つ
い
て
の
研
修
と
朗
唱
の

練
習
②
な
し
③
月
２
千
円

④
第
二
・
四
火
曜
日
九
時
半
～
十
一

時◆◆◆◆
楽楽楽楽
しししし
いいいい
布布布布
遊遊遊遊
びびびび

①
ち
り
め
ん
小
物
づ
く
り
②
な
し

③
月
千
二
百
円
④
第
一
・
三
水
曜
日

十
三
時
～
十
七
時

◆◆◆◆
飛飛飛飛
角角角角
会会会会

①
将
棋
対
局
②
五
百
円
③
週
百
円

④
毎
週
木
曜
日
九
時
～
十
七
時

油谷地区行事予定
【４月】

９日（月）市内小中学校入学式

１０日（火）行政相談

１３日（金）行政協力員会議及び

自治会連絡協議会

２３日（月）油谷郷土文化会研修会

２８日（土）ムカツク食堂（場所：パタ屋）

【５月】

上旬 油谷スポーツ振興会

理事会及び総会

２０日（日）油谷の文化を高める会総会

下旬 油谷中央公民館運営協議会総会

油谷地区の人口

男 性 ２，６７０人 （－７３）

女 性 ３，１４９人 （－９４）
合 計 ５，８１９人 （－１６７）

世帯数 ２，８８９世帯 （－２７）
平成30年2月28日現在※（ ）は前年比

ル々中るブブブブ九の一日

◆◆◆◆
寿寿寿寿
藤藤藤藤
会会会会

①
舞
踊
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
す
る

②
な
し
③
月
五
百
円
④
第
二
・
四
土
曜

日
十
三
時
半
～
十
五
時
半

◆◆◆◆
ララララ
ポポポポ
ーーーー
ルルルル
カカカカ
ララララ
オオオオ
ケケケケ
同同同同
好好好好
会会会会

①
カ
ラ
オ
ケ
②
な
し
③
月
五
百
円

④
第
二
木
曜
日
十
六
時
～
十
八
時

◆◆◆◆
琴琴琴琴
凌凌凌凌
流流流流

大大大大
正正正正
琴琴琴琴

愛愛愛愛
春春春春
会会会会

①
大
正
琴
の
練
習
②
な
し
③
月
五
百
円

④
第
一
・
三
金
曜
日
の
十
二
時
半
～
十

六
時
半

◆◆◆◆
フフフフ
ォォォォ
ーーーー
クククク
ダダダダ
ンンンン
スススス
油油油油
谷谷谷谷

①
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
②
な
し
③
月
七
百

五
十
円
④
第
二
・
四
金
曜
日
十
三
時
半

～
十
五
時
三
十
分

◆◆◆◆
油油油油
谷谷谷谷
ダダダダ
ンンンン
スススス
をををを
楽楽楽楽
しししし
むむむむ
会会会会

①
健
康
作
り
の
為
の
ダ
ン
ス
練
習

(

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス)

②
な
し
③
月
二
千
円

④
第
一
・
三
土
曜
日
十
六
時
～
十
八
時

◆◆◆◆
筑筑筑筑
紫紫紫紫
琴琴琴琴
唄唄唄唄
のののの
会会会会

①
邦
楽
と
洋
楽
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

②
な
し
③
年
三
千
円
～
四
千
円
④

数
月
第
二
日
曜
日
十
三
時
～
十
六

◆◆◆◆
琴琴琴琴
アアアア
ンンンン
ササササ
ンンンン
ブブブブ
ルルルル
箏箏箏箏
遊遊遊遊

①
琴
の
演
奏
②
な
し
③
月
二
千
円

④
第
一
・
二
・
三
土
曜
日

◆◆◆◆
箏箏箏箏
春春春春
会会会会

①
琴
・
三
弦
・
尺
八
の
演
奏
②
な

③
年
千
二
百
円
④
不
定
期

◆◆◆◆
油油油油
谷谷谷谷
郷郷郷郷
土土土土
文文文文
化化化化
会会会会

①
研
修
会
②
な
し
③
年
千
円

④
不
定
期

◆◆◆◆
油油油油
谷谷谷谷
写写写写
真真真真
同同同同
好好好好
会会会会

①
総
会
・
撮
影
会
・
児
童
と
の
交

流
・
地
域
活
動
協
力

（撮
影
業

務
）
・
作
品
展
示

（常
設
・
臨
時

②
な
し

③
年
千
円
④
不
定
期

公民館だよりゆや（２）

ル④
偶

六
時

遊遊遊遊円な
し

交時
）


